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　は　　　じ　　め　　に
　白鼠の子宮は性周期にしたがつて大きさを変じ，子宮が大きくなると子宮壁は肥厚し，且っそ
の時の水分含量が増加していると云はれ，かかる変化は卵巣濾胞ホルモンによりひきおこされる
ものであると報ぜられている（AsTwooD’38；CARRoLL’45等）。他の哺乳類（Mdnkey，・pp・sum，　guinea
pig，　mause，　pig等）においても同様なことが見られている。鳥類や爬虫類，両棲類等では輸卵管
が，卵巣の成熟にともない大きくなることが知られて居り，これらもエストロジェンの作用であ
ることが報ぜられている。トカゲの類についてはE▽ANS（’35）がAnnoltsの一種で輸卵管の
肥厚が，脳下垂体前葉ホル干ン，エストロジェン等の投与によりおこることをたしかめている
が，水分の変化についての記戴はない。
　叉難の雛にエストロジェンを投与しておこる輸卵管の肥厚から，エストロジェンの生物学的定
量をこころみられているが1大きさのみを問題にし水分についてはふれていない。
　子宮が大きさを増すときは，細胞の増殖がおこつているのであり，一般に増殖の盛んな所の水
分含量は高い。したがつて輸卵管が肥厚するときも，同じ様なことが見られるのではないかとの
推測のもとに，カナヘビ　（T．tαchydrom・ides）を材料として，水分含量をくらべた所，予想に反
して哺乳類の子宮等で見られるのとは逆に，輸卵管が肥厚している時の方が水分が少ないことが
わかつた。この結果を報告すると共にこの要因を探求する手掛りを得るために卵巣捌出，エスト
ロジェン投与を行い，叉燐酸エステル分解酵素を化学的に定量し，且つ組織化学的に検索した結
果，いささか興味ある所見を得たので，あわせてここに報告する。
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　　　　　本報告の一部は1950年　日本動物学会関東支部総会において講演したものである。
　材　料　及　び　方　法
　材料として用いたカナヘビは，5月より9月にいたる間に，東京近郊において採集した雌の個
体のみを3～5個体つつ25cm×25cm×10cmの金網製の籠に入れ，蝿を餌として一・一　H一個体あ
たり5～10匹つつあたへ飼育しておいたものを適宜用いた。水を十分に与えておきさへすればこ
の環境はさしたる捕獲効果をあたえる様なものではないと思う。
　卵巣捌出は任意の個体を用い，台に固定して麻酔することなく開腹（正中線より一鱗列右を四鱗
の長さだけ）して卵巣を捌出し，輸卵管内卵があれば除去するのを原則とした。これは卵巣捌出
が産卵不能の原因となる様であり，ために艶死するものがある様に思われたからである。別出動
物として実験の用に供したものは，卵巣捌出後11～12日間飼育したものである。
　エストロジェンの投与は，卵巣を捌出した動物についてのみ行つたもので，卵巣別出手術後11
N目からestrone　benzoate　in　sesame　oil（帝国臓器製品）200国際単位つつを3月間毎日0．2
ccつつ腹控内に注射し，注射終了後4日目に実験の用に供した。
　水分定量一輸卵管をとり出し，濾紙で血液等をとり，左右を合して型の如く乾燥器により乾
燥し，原重量に対する乾燥後の重量の百分比を以て固形成分と見倣し，残余を水分量と見倣し
た。乾燥温度は105°～110°C，乾燥時間は30分乃至1時聞30分である。当初同一個体の左と右
の輸卵管の水分を別々にしらべたが，その間に差異をみとめえなかつたので，後には左右を合し
て水分をはかるを常とした。
　燐酸エステル分解酵素の定量一切り出した輸卵管を左右合して，POTTERのホモジェナイザ
ーで磨砕し，1m1．中に組織0．5mgr．を含む如く稀釈して，室温（20～25QC）に1時聞放置し
たものを酵素原液とし，グリセロ燐酸ソーダ（Merck製品，α一一，β一の別不明）1％溶液を基質とし
てlml．緩衝液2m1．（MlcHAELIsのべuナ”一　iレ・酷酸ソーダ・塩酸緩衝液，叉はMlcHAELIsの酷酸・酷酸
ソーダ，5（はアムモニア・塩化アムモン緩衝液）に酵素原液を1ml．加え，37°cに1時間叉は20時
聞保つて，5ml．の10％過塩素酸を加えて，除蛋白して酵素作用をとめ，遊離してきた無機燐
酸をLOHMムNN及びJENNDRASIKの方法で，モリブデン青として発色させ，デュボスク比色計
により比色定量し，その遊離燐酸量をもつて，酵素活性を比較した。
　燐酸エステル分解酵素の組織内分布の検出一アルカリ性燐酸エステル分解酵素はGOMORi
法（1941）により，酸性燐酸エステル分解酵素はMooG（i944）のGoMoBI法の変法により組
織化学的に検出した。但し後者の検出に活性化剤としてマンガンを用いたこともあるが標品がき
たなくなるので（恐らくマンガンと燐酸鉛叉は，浸漬液中の硝酸鉛との複塩生成に起因すると思はれる），
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あまり用いなかつた。浸漬液のpHは前者は緩衝液としてMICHAELIsのアムモニア・塩化アム
モン混液を用い，pHは9．4，後者ではMlc且AELIsの酷酸・酷酸ソーダ緩衝液を用いpHは
5．1で，時間は前者3時間，後者は1時間保温で，温度はいつれも37℃である。固定はいつれ
の場合もアセトン固定，時間は室温で20分位で十分の様で，原記載の如く，冷アセトンで一昼
夜というが如き固定は行なわなかつた。浸漬液の組成は次の如くである。
　アルカリ性燐酸エステル分解酵素検出用。
　　　　　　緩衝液
　　　　　　2％グリセロ燐酸ソーダ
　　　　　　2％塩化カルシウム
　　　　　　蒸溜水
酸性燐酸エステル分解酵素検出用
　　　　　　緩衝液
　　　　　　5％硝酸鉛
　　　　　　2％グリセロ燐酸ソーダ
　　　　　　蒸溜水
??????
?
3部
1部
3部
14部
　　　　　　　　これを一昼夜冷蔵庫に放置し，濾過して後使用。
　実　　験　　結　　果
　東京近郊のカナヘビは，5月末頃までには，まだ卵巣内に排巣が近い卵（卵の直径5mm内外のも
の）をもつものは殆んど見られず，叉9月初旬にいたれば，産卵を終つた後，卵巣の中に次に，排
卵されると想像される，成熟しつつある卵が見られなくなる。7・8月においては，産卵直後で
も，既に次に排卵されると思はれる成熟卵が見られるのが通常である。これから見るに産卵は6
月に開始され，9月始に終ると考えられ，かつ実験室内での産卵の間隔から察すれば，その間の
産卵は3回内外行はれるらしく思われる。叉一回の産卵数は3個乃至5個，稀に2個，6個とい
うものが見られるが，産卵数は大体個体の大きさに関聯がある。
　如上の繁殖期闇中に，卵巣の状態と，卵の大きさ，色，叉黄体の大きさ，色等を肉眼で観察す
るだけでも，一定の周期が存在することを認めることが出来る。これを便宜上6つの期に分け
、た。これを夫A・，第1期，第2期等kと名付けると，繁殖期間申における各期の相互関係は第1
図に示されてある様なものであると考えられ，各期の標徴を記すと第1表の如くである。第1図
を矢印にしたがい一循すれば1年であるが，各期の長さや冬眠の長さ等については大体の推測は
出来るが，根拠のしつかりした数字を得ることが出来なかつたので，省略する。しいて各期相互
の長さの比を求めんとするならば，第2表乃至第7表に示された，各期の水分の平均の標準偏差
は，一つのより所を提供すると思う。
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第1図　カナヘビの生殖周期
IIV正
V
　　　　　　　　　　III
第　1表　　カナヘビの生殖周期の各期の標徴
1＝第1期
E＝・＝e，2期
．皿＝第3期
w＝第4期
V＝＝第5期
VI＝第6期
卵　　　　　　　　　　　　　巣
卵 輪卵管卵 備　　　　考
卵　の　直　径 卵　　の　　色
黄体の大きさ
y　　び　　色
第　1　期 2mm以下 帯黄乳　白　色 な　　　　　し な　　　　　し
第　2　期 3mm内外 淡　　　黄　　　色 な　　　　　し な　　　　　し
第　2　期 4～4．5mm黄　　　　　　色 な　　い　　か狽ﾍ痕跡的 な　　　　　し 排卵直前
第　4　期 　2mm以下i叉は1・nm以下＊）乳　　　白　　色
大きく
@（1mm位）獅ﾂ黄色
卵殻石灰化
｢　　　　了
第　5　期 　3mm内外i叉は1mm以下＊）淡　　　黄　　　色i又は乳白色）
小さく
i1mm以下）
獅ﾂ帯赤黄色
卵殻石灰化
ｮ　　　　了 産卵直前
第　6　期 　3㎜内外i又はlmm以下＊）淡　　　黄　　色i又は乳白色） 痕　跡　的 な　　　　　し
＊印は第1図循環円の1ぱん内側の場合
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　各期の水分をしらべた結果を示したものが，第2表乃至第7表であるが，卵巣の未熱なとき，
すなわち第1期における水分が一ばん多くて，平均83．4％で，爾後第2期，第3期と卵巣卵が
成熟して行くにしたがつて，夫汝水分平均79．0％，75．3％と次第に減少して行き，これにひき
かえ，輸卵管の大きさは哺乳類の子宮の如く，肥厚して行く。ところが排卵がおこると，輸卵管
の水分はふたたび増して，第4期の輸卵管の水分は79．6％となり，産卵が近づくにつれて再び
水分は減少して，第5期では平均水分77．5％となる。産卵が行われた直後では第2表を見れば
わかる様に黄体の存否のみが第2期と異るので，別に第6期としたのであるが，第1図にも示し
た如くどの点から見ても第2期に等しく，水分も第2期のそれに近い79．8％という値を示す。
　卵巣を捌出すると，捌出期の如何を問わず，ほとんど同じ位の水分を示して，水分がふえてを
り，その値は第1期のそれとほぼ等しい。別出後11～12日目ではかつた輸卵管水分は6個体の
平均が83．2％，その標準偏差は0．84％である（第8表）。
　叉上記卵巣別出後，水分が増加してV｛ると思われるものに，estorone　benzoateを3日連続注
　　第2表　　第1期のカナヘビの輸卵管の水分
個鰯副 測定月国 捕　獲　　月　　日 1体長（mm）陸　分（％）
1 　　　　　　　　■T月8日 5月8日 45 82．0
2 5月8日 5月8日 47 82．5
3 5月14日 5月8日 47 82．4
4 7月22日 6月12日 49 83．0
5 7月22日 6月12日 52 84．4
6 7月22日 6月12日 44 81．1
7 7’月22日 6月12日 45 84．0
8 7月26日 7月25日 53 87．5
9 8月16日 8月16日 49 83．4
平均水分・・　83．　3％
標鍵偏差＝士1。78％
第　3表　　第2期のカナヘビの輸卵替水分
個幡号1測定月司 捕獲月則 体長（m酬水　　　分　（％）
1 6月18日 6月12日 47 80．9
2 6月28日 6月12日 58 80．0
3 7月26日 7月25日 53 76．1
4 7月26日 7月25日 51 77．4
5 7月26日 7月25日 50 77．5
6 7月29日 7月28日 49 78．0
7 7月29日 7月28日 49 80．4
8 7月29日　　　簡 7月28日 48 80．8
9 8月20日 8月8日 49 79．8
平均水分＝79．0％
麟偏差…＝±1．66％
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第　4表 第3期のカナヘビの輸卵管の水分
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第　5表 第4期のカナヘビの輸卵管の水分
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標攣佑…差＝ニヒ1．30％ ＊は排卵直後の個体
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第　6表　　第5期のカナヘビの輸卵管の水分
個体番号 凶定月国 補獲・国 体　　長　（㎜） 1水　分（％）
1 5月11日 5月3日 58 78．4
2 6月17日 6月12日 59 77．2
3 6月28日 6月12日 47 79．2
4 6月30日 6月12日 56 77．5
5 7月4日 6月12日 52 77．4
6 7月21日 7月20日 54 78．8
7 7月26臼 7月25日 57 79．2
8 7月26日 7月25日 53 75．8
9 7月26日 7月25日 58 77．5
10 7月26日 7月25日 56 74．7
11 7月26日 7月25日 56 76．6
12 7月29日 7月28日 54 79．3
13 8月16日 8月1日 51 72．9
14 8月16日 8月　1日 53 79．8
平均水分＝77．5％　　　標樂偏差：＝　±1．88％
健醐の個体で齢獣内出血あル｛固体あり，体長は48㎜，紛83・2％に達す。蝋
を除去し得なかつた竜のと見倣し，表より除外す。
第　7表　　第6期のカナヘビの輸卵管の水分
個体番号1 測定月・1捕獲月・i体　　長　（mm） 水　　　分　（％）
1 7月21日 7月20日 52 79．5
2 7月21日 6月12日 53 29．2
3 7月26日 7月25日 54 80．1
4 7月29日 7月28日 48 79．4
5＊ 7月29日 7月28日 50 78．6
6 8月4日 8月　1日 58 80．5
7 8月15日 8月1日 51 80．7
8 8月15日 8月1日 48 79．9
9 8月15日 8月1日 51 80．3
！0　　　　1 8月20日 8月8日 49 79．8
平均水分＝79，8％
標準偏差＝±0。61％
第　8表　　卵巣別出11日乃至12日のカナヘビの輸卵管の水分
黙鞭・拙馴測定・・別出後・経過・撫長・一・陸分・…
????????????????8月　15日
8月15日
8月20日
8月20日
8月20日
8月20日
12日
12日
11日
11日
11日
口日
51
50
55
45．5
60
57
84．0
82．9
82．9
84．6
82．3
82．4
平均水分＝83．2％ 麟偏差＝：：』0．84タ6
76 農學部研究報告第六號
射すると，水分は減少し4個体で平均77．3％，しかも標準偏差は0．16％で，皆同じ様に減少し
ている（第9表）。この実験には対照として2個体に胡麻油を注射したが平均水分は82．8％で，
第8表に示されている輸卵管水分と差がなかつたから，エストロジェンは卵巣を別出したカナヘ
ビの輸卵管の水分を減少せしめる，といえよう。
　　第　9表　　エストロジェン処理個体の輸卵管の水分
個体
ﾔ号
卵　　巣
ﾊ出期 卵集別出月日
エストロジェン
香@射　　月　日
i1日200国際単位）測定月　日 体　長（mm） 水　分　（％）
?????????
第w期
謔uI期
謔u期
謔P1期
8月16日
W月18日
W月18日
W月　18日
8月26日～28日
W月28日～30日
W月28日～30日
W月28日～30日
9月1日
X月3日
X月5日
X月5日
51
T3
T3
S9
77．5
V7．2
V7．4
V7．1
平均水分＝77・3％
　　騨偏差冨士0．16％
　燐酸エステル分解酵素については，既述の要領で酵素液をつくり，先づpH活性度曲線をしら
べて見た。材料は第1期のカナヘビで輸卵管の水分をはかるには，小さすぎる様な個体からとつ
た輸卵管を用い，4個体分で酵素液をつくつた。1時間放置したのは著者の前報（1954）になら
つたのである。用いた緩衝液はMiGHAEmsのベロナール・酷酸ソーダ・塩酸の広域緩衝液で，
基質はグリセロ燐酸ソーダである。
　得られたpH活性度曲線は第2図の如きもので，酸性燐酸エステル分解酵素の至適pHは4．7～
5・5・アルカリ性燐酸エステル分解酵素の至適pHは8．1～8．5で，第1期のカナヘビでは図から
もわかる様に酸性のものの方が，アルカリ性の燐酸エステル分解酵素より情性度が大きい。叉第
4期の個体の輸卵管を材料として酸性燐酸エステル分解酵素のみについて，MICHAELIsの酷酸・
酷酸ソーダ緩衝液で，pH活性度曲線をしらべた結果も第2図に示した。これによれば最も活性
度の高いのはpH　5・0のときである。第2図に記してあるpHはいつれも加えた緩衝液のpHで
あつて・基質として加えたグリセロ燐酸ソーダーの濃度はM／20位であるからかなりの緩衝作用
をもち，反応液の最終pHは申性側に0．2～0．4位近づいたものである。
　ベロナール緩衝液を用いた際の酸性側の至適pHに2種類ある様に感ぜられるが，その原因に
ついては今のところ不明である。ただ酸性側の至適pHが低い様な酵素液では反応液が申性のと
きの活性度がいく分高い。そこに何か因果関係があるかもしれない。
　至適pHを求めたpH活性度曲線から，一応酸性側5．1，アルカリ性側8．3と見倣して，第1
期のカナヘビについて，それぞれの燐酸エステル分解酵素の活性度をしらべてみた。第10表に
示したものがその結果である。活性度がかなり弱い事は，pH活性度曲線を求めたときに承知し
ていたので，反応時間を20時間とした。温度は37℃，用いた緩衝液はベロナール・酷酸ソー
ダ・塩酸混液で，基質は1％グリセロ燐酸ソーダで，既述の如き組成の系をもつて遊離した無機
燐酸の量をもつて酵素活性をあらわした。結果を見るに酸性，アルカリ性両酵素共に成長にとも
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第　2図　　カナヘビ輸卵管燦酸エステル分解酵素のpHの活性度曲線
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　　　　　　　　　　　　　pH
は酷酸・酷酸ソーダ緩衝液を用いたもの，それ以外はベロナ’一・II・緩衝液
第　ID表　　第1期のカナヘビの輸卵管の燈酸エステル分解酵素の活性
体 長＊　個体数 ・H＊＊耀、濫轟籍㌦ （γ）　酸性燐酸エステル解酵素　　　アルカリ性燐酸エステル分解酵素
4．5cm以下 5 5．1 1620．0 1．04
8．3 1560．0
4．5cm以上 6 5．1 3070．0 1．io
8．3 2786．7
　　＊　体長とは鼻端より排泄口までの長さをいう。
　　zz緩衝液はべ・ナール・酷酸ソーダ・塩酸混液。
なつて活性が増して行く様であるが，両者の比を見るに，体長4．5cm以下のものにくらべ，体
長4．5cmを越えるものの方が大きい。恐らくこれは酸性燐酸エステル分解酵素の増加の度合の
大きい事を予示するものと老え，かつアルカリ性燐酸エステル分解酵素については在来輸卵管に
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第　11表　　第2，3，4，5期におけるカナヘビ輸卵管の酸性燐酸エステル分饒酵索の活住
卵彙の状態 測　定ﾂ体数
遊離無機燐酸量（7）100mg組織当り
標　　準　　偏　　差
第　2　期
諱@3　期
諱@4　期
諱@5　期
?? 709．4
T36．0
V05．9
W36．9
士160．92
mU1．〔4
m202．73
m243．77
おいては卵殼の石灰化と開聯ありと指摘されているにかかわらず，それと同等以上の活性をもつ
酸性のものの作用についてはふれられていない　　　　　　　図版　1
ので，その変動をしらべ，それがもつ生理的機
能と，卵巣の週期的活動との関係の有無をしら
べて見た。
　第2期，第3期，第4期及び第5期のものに
ついて測定した酸性燐酸エステル分解酵素の活
性を表示すると，第11表の通りである。使用
せる緩衝液は酷酸・酷酸ソーダで，加濫時間は
1時間，温度は37℃で其の他はすべて既述の
記載に準ずる。得られた結果は個体による差が
大きく，尚多数の例についての測定を必要とす
る様に思えるが，卵巣の状態により分けた各期
はかなり主観が介入しうるものであつて，もと
もとは連続したものであるから，第11表に示
された結果からでも，第3期における酸性燐酸
エステル分解酵素の活性が最も低く，第5期に
最高値に達すると一応結論しうると思う。
　酸性燐酸エステル分解酵素が，上述の如くに
性周期に応じて変化する様に思えるので，それ
の組織化学的分布をしらべ，あわせてアルカリ
性燐酸エステル分解酵素の組織化学的分布をも
しらべて見た。
　輸卵管の組織学的所見については，従来満足
すべき記載がなされていない様であるが，目下
PAS（過ヨード酸・シップ）反応陽性物質，カル
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シウム，及び前記2酵素の組織化学的分布を更に詳細にしらべ，それらの相互の関聯及び機能を
論ずべく検討するに際して記載するつもりであるから，省略することとし前記2酵素について
は，酸性燐酸エステル分解酵素の分布像が非常に特異であるので，ここに予報として発表する。
　酸性燐酸エステル分解酵素は卵白分泌細胞群　（卵白分泌腺；図版1のAにおける内皮細胞層の内側
の細胞群）にとりかこまれた空間にいちじるしく見出だされ，図版1のBは輸卵管に平行した切
断面で見られる組織化学像であり，同じくCは輸卵管の横断面で見られる像である。B及びCい
つれの場合も黒色の部分が酵素の局在を示してをり，これから見るに核以外のすべての部分に酸
性燐酸エステル分解酵素が存在する様に思える。Aの中間の空白及びCの右下の空白はいつれも
輸卵管の内腔である。
図版　H　　A　　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　C
　図版HのA，B，及びCは夫k酸性燐酸エステル分解酵素，無機燐酸及びアルカリ性燐酸エス
テル分解酵素の分布を示す組織像で，切片の厚さは5ミクロンで，4～5枚の切片をへだてた燐
接のものであるから，3者の比較検討が容易であると思う。これから見るに酸性燐酸エステル分
解酵素は，もつばら卵白分泌腺に，無機燐酸は輸卵管内皮の表面にあり，恐らくは卵殼の灰化に
関与しているのであろう。アルカリ性燐酸エステル分解酵素は輸卵管の内皮細胞に多く，叉卵白
分泌腺細胞の核に多く存在することがわかる。
　アルカリ性燐酸エステル分解酵素は卵巣別出により減少し，エストロジェン投与により回復す
ることが組織化学的に確かめられたが，酸性燐酸エステル分解酵素では，卵巣捌出も，エストロ
ジェン投与も組織化学的に見るべき変化は認められなかつた。八田（’42）によればカナヘビのカ
ノ｝・シウム分泌は去勢後7日目位で減少するというから，卵巣捌出後3～4日位では変化の見られ
ないのは当然であるかもしれない。この点については尚検討申である。
　叉両燐酸エステル分解酵素共に既述の各期についてしらべたが，組織化学的に特にいちじるし
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い変化を見出しえなかつた。
　考　　　　　察
　生物体における生活活動と水分含有量との間には，正の相関がみとめられることが通常であ
り，したがつて哺乳類における子宮壁の肥厚，すなわちその部位の細胞の増殖にともない，水分
含量の増加するという事実（CARROLL，’45，　ASTwoOD’38等）は生命現象の通則にそうものである。
しかるにカナヘビの輸卵管の水分を調査せる本実験の結果は，明らかにこの通則に反して，輸卵
管の機能的活動にともない水分は減少している。カナヘビの卵は産卵後発生進行と共に水分を吸
収してその大きさを増すもので，その卵白は特殊なもの，多分非常に濃縮されたものであると思
われる（陶山，’54）。したがつて卵巣が成熟するにともない輸卵管の水分が減少してゆくのは，か
かる濃縮された卵白が輸卵管内に蓄積してゆくためではないかと思われる。そしてかかる濃縮さ
れた卵白は排卵と同時に，卵殼膜内に移行し，ために輸卵管水分は再び増加するのであろう。排
　　　　　　第　12表　　カナヘビ輸卵管の水分の変化（第2表より第9表までの総括）
水分測糊又・所置膿劇平 均　　水　　分 標　　準　　偏　　差
第　　　工　　　期 9 83．4％ 士1．78％
第　　　H　　　期 9 79．0％ 士1．66％
第　　　皿　　　期 20 75．3％ 士1．66％
第　　　w　　　期 17 　，V9．6％ 士L30％
第　　　V　　　期 14 77．5％ ±1．88％
第　　　w　　　期 10 79．8％ ±0．61％
卵　　巣　　別　　出 6 83．2％ 士0．84％
エストロジニン投与 4 77．3％ 士0．16％
卵後再び輸卵管水分が減少し，産卵すると又再び増加しているがこのことについては現在の所，説
明に苦しむものである。撲卵直後すなわち第4期の水分は，濃縮した卵白を卵に添加した後の分
泌活動をいとなみつつある輸卵管の組織本来の水分と考えると，第4期の水分の79．6％及び第2
期と第6期の水分，それぞれ79．0％，79．5％は分泌活動はいとなみうるが濃縮した卵白を余分
に蓄えていない場合の水分と考えてよいわけであるが，そうなると第5期の水分が77．5％に減
少したのが何によるのかが理解し難い。一方卵巣捌出は輸卵管の水分を繁殖期間外の輸卵管水分
（第1期の水分）にほぼ等しくなり，エストロジェンを投与すれば水分は減少して第3期よりはや
や多く，第5期とほぼ等しい数値（77．3％）となるから，水分を減少せしめる一要因として，卵
巣濾胞に由来するホルモンが老えうることはうたがう余地がない。難でエストロジェンにより卵
白分泌がおこり（WoLFF，’36）叉avidin形成が増加する（HERTz等，’42，’43）ことが知られてい
るが，カナヘビでも同様であったと老えてよいと思う。そしてその卵白が濃縮されたものである
　　　　　　■ために見かけ上の水分が減少したのである。しかしその際の水分の減少は自然の状態で卵巣濾胞
物質が出されていると思われる時期に達しうる減少の度合（第3期の水分，75．3％）にまで達して
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いない。これは卵自形成と濃縮が別箇の叉は二重の要因により行なわれている過程と考えるとよ
い様に思う。というのは図版に示された組織化学像によれば，酸1生燐酸エステル分解酵素は明ら
かに卵白分泌細胞群の申心に多く，したがつて卵白分泌とは密接な関係のあることは疑う余地が
ない。一方酸性燐酸エステル分解酵素の活性度測定の結果では，輸卵管の水分含量とは並行開係
がなく第3期に活性度が最低で，第5期に最高である。しかもエストロジェン投与により活性度
にあまり変化が見られない（この点rcついては尚追求中である）。したがつて卵白の形成と濃縮には
現在の所，エストロジェンに左右される部分と・酸性燐酸エステル分解酵素に・関係のあるもの
とが別箇に，あるいは協同的に叉は相補的に作用していると考えられる。伺このほか，カナヘビ
は黄体をもつから，その黄体が機能しているとすれば，プロジェステロンも関係があることもあ
りうることである。
　要　　　　　約
　1）カナヘビ（T．tαehydromoides）の輸卵管の水分は繁殖期に入ると共に減少して，排卵直前
に極少となり（水分75．3％），排卵後一度増加し　（水分79．6％），産卵直前に再び極少となり（水
分77．5％），産卵後叉増加し（水分79．8％）排卵までにまた減少して行き繁殖期中これをくりか
えす。
　2）　卵巣別出すると，別出前の輸卵管の状態にはかかわりなく，繁殖期間外の輸卵管の水分
（83．4％）にほぼ等しい83．2％にまで水分が増す。
　3）卵巣を別出したものにエストロジェンを投与すると水分は減少し77．3％となる。
　4）　カナヘビ（T．tachydromoides）の輸卵管の燐酸エステル分解酵素の至適pHは酸性側で
4．7～5．5，アルカリ性側で8．1～8．5である。
　5）酸性燐酸エステル分解酵素の活性度は排卵直前に最低で，産卵直前に最高である。
　6）酸性燐酸エステル分解酵素の組織化学像は，この酵素が卵白分泌に密接な関係のあること
を示している。
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